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「ケア・コロキウム」 

 コーディネーター: 安梅勅江、長田道夫 

 前野哲博、高屋敷明由美 

 

開講時期： 平成 19 年 12 月 3 日（月）〜12 月 7 日（金） 

対   象： 看護・医療科学類 4 年、医学類 3 年 

 

 

１．一般目標（GIO） 

   将来医療チームの一員として、各々の専門職種としての役割を果たして患者のケアを行えること

ができるようになるために、疾病や障害がある人とその家族に対する質の高いケアの在り方に関す

る専門領域の異なるメンバー間の討論を行い、各専門職種の理解を深め、チームワークおよび当

事者の力を引き出すエンパワメントの意義を理解し、ケアの方針をたてる過程を体験する。 

 

２．行動目標（SBOs） 

１） 医療に関係する職種の業務内容および視点を理解する。 

２） 他職種と連携してチーム医療を行なうことの重要性を理解し、必要な情報をチーム内で共有

できる。 

３） 場合に応じて医療チームのリーダーとなり、チーム内の建設的なディスカッションを促進でき

る。 

４） 患者のケアについて、医学的な問題にとどまらず、全人的に対応する視点を身につける。 

 

３．学習の進め方 

8 つのテーマの中から指定されたテーマについて、看護・医療科学類と医学類の学生で構成さ

れたグループでテュートリアルに取り組む。２回のコアタイムとグループ学習，自己学習を通して学

習を深め、全体討論（グループ発表）に参加する。 

コアタイム・発表会の間に設定された２回の質問タイム（注：テーマごとに時間帯が異なる）では、

シナリオ作成者が各グループをまわります。事前に、シナリオのるケアを検討する際に必要な「ケー

スに関する情報」を質問項目としてまとめた上で、質問タイムにのぞんでください。 

 

 

＊ケア・コロキウムの基本原則 

・ 一人一人がチームの一員としての役割を果たし、積極的に討論の参加する 

・ ケースについて職種間で、目標を共有し、互いの役割を明確化する 

・ 専門職種は平等な関係である 

・ 互いの専門性や視点の違いを尊重する 

・ 専門用語は避けるか、説明を加える 

・ お互いに理解できたかを確認しながら進める 

・ 互いの知識と専門 技術の相違点と共通点を認識する 
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４．テーマとリソースパーソン 

 専門分野 担当教員 ＆ﾘｿｰｽﾊﾟｰｿﾝ 対応グループ No. 

１ 小児看護 古谷 佳由理 1〜3 

２ 地域看護 吉岡 洋治 4〜6 

３ 高齢者看護 橋爪 祐美 7〜9 

４ 母性看護 村井 文江 10〜12 

５ 精神看護 三木 明子 13〜16 

６ 成人看護１ 林  啓子 17〜20 

７ 成人看護２ 柴山 大賀 21〜24 

８ 基礎看護 川口 孝泰 25〜28 

 

５．発表会について 

 ２会場にわかれて実施する（別紙参照）。９時に全員各教室に集合のこと。当日コーデ

ィネーターの指名を受けた学生は、全体の司会進行、タイムキーパーを担当する。 

各テーマについて最初に発表するグループは事例の紹介を３分間で行う。その後、発表８

分、質疑応答５分で実施。（各テーマ２番目以降のグループはケースの紹介は省き、発表

テーマの導入説明を簡単に行うのみでよい） 

 

６．評価 

テューターによるコアタイムの評価、レポート、全体発表を評価対象とする。 

レポート課題については、オリエンテーションで提示。 

 
７．時間割 

 12 月 3 日 12 月 4 日 12 月 5 日 12 月 6 日 12 月 7 日 
 月 火 水 木 金 

1 
8：40 
～ 

9：55 

オリエンテーション 
（看・医療対象） 

臨床講義室 A （10：00〜） 
ｸﾞﾙｰﾌﾟﾜｰｸ （医学講義） ｸﾞﾙｰﾌﾟﾜｰｸ 全体討論 

2 
10：10 

～ 
11：25 

オリエンテーション 
（全体） 

臨床講義室 A （10：30〜） 
ｸﾞﾙｰﾌﾟﾜｰｸ 

コアタイム 
（テューター） 

～11:40 
ｸﾞﾙｰﾌﾟﾜｰｸ 全体討論 

3 
12：15 

～ 
13：30 

コアタイム 
（テューター） 

～13:45 
自己学習 自己学習 ｸﾞﾙｰﾌﾟﾜｰｸ 全体討論 

4 
13：45 

～ 
15：00 

ｸﾞﾙｰﾌﾟﾜｰｸ 
（テュターなし） （質問タイム） 自己学習 ｸﾞﾙｰﾌﾟﾜｰｸ 全体討論 

5 
15：15 

～ 
16：30 

自己学習 自己学習 （質問タイム） ｸﾞﾙｰﾌﾟﾜｰｸ 全体討論 

6 
16：45 

～ 
18：00 

自己学習 自己学習 自己学習 ｸﾞﾙｰﾌﾟﾜｰｸ 全体討論 

 

¾ オリエンテーションの集合時間が学類によって異なるので注意して下さい。 

¾ ケア・コロキウムのコアタイムの時間は９０分です。 

¾ 自己学習の時間帯の中に、別途質問タイム（全員参加）が２回設定されます。テーマ毎に時間

帯が異なりますので別紙を確認の上、指定の場所に集合して下さい。 
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